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梅 雨 の さ な か 、 色 鮮 や か な ア ジ サ イ が 目 を 楽 し ま せ て く れ る 季 節 に な り ま し

た。  

現在会員登録数 3,554 人さま。次号は７ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●  第 18 回国際グリ ム賞の受賞者 が決定 しました  

世界の優れた 児童文 学研究者を顕 彰する 第 18 回「国際グリム 賞」（国際 児童

文学研究賞）の 受賞者 が、朱  自強  教授（中 国海洋大学教 授）に決 定しました。

贈 呈 式 お よ び 記 念 講 演 会 は 、 令 和 ４ 年 春 に 開 催 す る 予 定 で す 。 詳 細 は 後 日 お

知らせします 。  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団／  

    一般 財団法 人  金蘭会／大阪府 立 大手前高等学 校同窓 会  金蘭会  

詳細は↓   

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/01_grimm/index.html#grimm_18 

 

●  研究紀要の原稿 募 集  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 35 号の原稿を募集し

ています。  詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

◇「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要  第 34 号」を販売し ています。  

発行：当財団  2021 年 3 月  A5 判 106 頁  1650 円（税込）  

 

●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念寄付の お 願い  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

年 間 １ 万 円 以 上 の 寄 付 を い た だ い た か た に は 、 佐 々 木 マ キ さ ん デ ザ イ ン の 当

財団新キャラ クター 「イイクロち ゃん」 のグッズをプ レゼン ト！  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA


子ども向けに 紹介す る「 YouTube 版  本の海大冒険」（絵本 編・読物編・ＹＡ編・

科学編、各回 3～ 5 分）は毎週金曜日に、大人向けに紹 介する「新刊子どもの

本  ここがオススメ ！ 」（各回約 30 分）は毎月 10 日に配信し て います。  

ぜひご覧くだ さい。 チャンネル登 録もよ ろしくお願い します 。  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『大江戸豆吉  けん か餅』  桐生 環 /作  野間与太郎 /絵  フレ ーベル館  

2021年 5月  対象年 齢 ：小学校高学 年以上  

 

あらすじ：江 戸時代 の江戸。菓子 屋の老 舗、鶴亀屋の 若旦那 が店先でけん か

をしたため、 旦那様 から一人で店 をする ようにと言い 渡され る。そして、

旦那様は、小 僧の豆 吉に若旦那に ついて いくようにと 言う。 けんかの相手

は建具屋の辰 五郎で 、新しい店に も現れ 、けんか餅が 生まれ るきっかけに

なる。また、 火消し の娘で髪結い のお竜 、その妹のお 駒もや ってきて、店

がにぎやかに なる。 最後は大名に 納める お菓子を若旦 那が作 ることにな

り、豆吉も、 周りの 人達も手伝う 。  

 

Ｔ：けんかっ ぱやいが 、腕もいいし 、仕事熱 心な菓子職人 の若旦 那と小僧の豆

吉を描いた子 ども向 けの時代小説 が出ま した。  

Ｙ ： 江 戸 の 町 の 様 子 が い き い き と 描 か れ て い て 、 町 の 人 た ち の ぽ ん ぽ ん と は

ずむような会 話が楽 しく、一気に 読みま した。  

Ｔ：若旦那 が追い出 されるきっか けは、「 大福餅の餅は 厚いほ うがいいか 、う

す い ほ う が い い か 」 で 、 鶴 亀 屋 の 店 先 で 建 具 屋 の 辰 五 郎 と け ん か を し ま す

が、豆吉と店を 出すよ うになって、だ んだん けんかの質が 変わっ てきて、仕

事上の勝負に なって いきます。  

Ｙ：大福餅の けんかの 決着もおもし ろく、若 旦那は、辰五 郎をやり こめるため

に、あえて豆 吉に厚 い餅の大福餅 を作ら せ、それが 、「菓 子職 人豆吉の初仕

事」になり、けんか 餅 と呼ばれるよ うにな ります。そういう 意味 で、この作

品 は 、 豆 吉 の 成 長 物 語 に も な っ て い ま す 。 若 旦 那 が 実 は 人 情 深 い の も 魅 力

です。  

Ｔ：作品は、けんか餅 が生まれるま での前 半と、辰五郎 の依頼で 大量の餅を用

意 す る 小 休 止 を は さ ん で 、 若 旦 那 が 大 名 に 納 め る お 菓 子 を 作 る 後 半 で 構 成

されています 。とて もまとまりの ある構 成だと思いま した。  

  また、「豆吉 のお 江戸豆ちしき 」という コラムがあっ て本文 中の説明だけ

でなく、江戸 のこと がよくわかり ます。  

Ｙ：若旦那 、辰五郎 、そして、二 人のけんか を最初に止め た、やは りけんかっ

ぱ や い 髪 結 の お 竜 さ ん 、 お 竜 さ ん の 父 親 で 火 消 の 組 頭 の 虎 太 郎 な ど 、 み ん

な職人気質で かっこ いいと思いま した。  

  特 に 若 旦 那 が 豆 吉 と お 大 名 に 納 め る お 菓 子 を 考 え る と こ ろ は 、 道 具 や 作

り 方 な ど が 丁 寧 に 描 か れ 、 文 化 の 継 承 が 物 語 と し て 描 か れ て い る と も 言 え

http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


ます。  

Ｔ ： 子 ど も が 読 め る 時 代 小 説 の 文 体 を 意 識 し て 創 ろ う と し て い る よ う に 見 え

る点も興味深 かった です。冒頭は落語 の語 りのような工 夫が見 られました 。 

  作 品 の 最 後 に は 気 味 の 悪 い 男 が 豆 吉 た ち を 見 て い る 場 面 で 終 わ り ま す 。

こ の 巻 の 登 場 人 物 は み ん な 善 人 で し た が 、 次 の 巻 に は 悪 人 も 出 て く る の で

しょうか。楽 しみに したいと思い ます。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）さん です。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 70 回「黒ぶどう 」  

 仔牛へのや さしい まなざし  

 

今回は、「 黒ぶどう 」 を取り上げま す。  

仔 牛 が 柵 の 中 で 頭 を ぶ ら ぶ ら 振 っ て い た ら 、 赤 狐 が 風 の よ う に 走 っ て き て 散

歩 に 誘 い ま す 。 二 人 は 林 の 方 へ 向 か い 、 樺 林 の 中 の ベ チ ュ ラ 公 爵 の 別 荘 の 前

を通りかかり ます。 手慣れた狐に 導かれ て、仔牛もこ わごわ 中に入ります 。  

 

最 初 に 二 人 が 入 っ た 部 屋 は 本 ば か り で 、 狐 は 〈 何 だ い 。 こ こ は 書 物 ば か り だ

い。面白くな いや〉。しかし仔牛は 、〈支 那 の地理のこと を書い た本なら見たい

なあ〉と思 います。次 に入った部屋 は着物 のみで、狐 が〈何だ い 、この室はき

ものばかりだ い。見っ ともないや〉と言 うの に対し、仔牛は〈僕 は あのいつか

公爵の子供が 着て居 た赤い上着な ら見た いなあ〉と思 います 。  

 

最後に入った 部屋で、まっ白な皿に のった 黒ぶどうを発 見した 二人。狐は〈 つ

ゆばかり吸っ て皮と 肉とさねは一 しょに 絨鍛の上には きだし 〉、仔牛は〈コツ

コツコツコツ と葡萄 のたねをかみ 砕〉きま す。そこへ公 爵らが戻 ってきて、狐

は慌てて逃げ だし、 仔牛は公爵の 娘から 黄色いリボン を結ん でもらいます 。  

 

〈書物〉（＝知）や〈 きもの〉（＝美）に は まったく関心 を示さ ず、〈黒ぶどう 〉

（ ＝ 食 ） に の み 執 着 す る 狐 。 か た や 、〈 黒 ぶ ど う 〉 に は さ し て 興 味 を 示 さ ず 、

〈書物〉や〈きもの 〉に反応する仔 牛。あく まで現実的な 狐と、実 利的なもの

よりはむしろ 、知的・美的なものに 価値を 見いだす仔牛 。両者の 対照的にして

異なる存在感 が際立 つ、鮮やかな 作品で す。  

 

「野生の狐は うまく 逃げ、家畜 の牛は残 って人間との 関係を 深める」（米地文

夫）ところに、本作 の 寓意があると いえる のかもしれま せん。そ して、逃げて

いく狐とは裏 腹に、末 尾で公爵の娘 から〈黄 いろのリボン 〉を結ん でもらった

仔牛に対する 、賢治 のあたたかな 眼差し を感じられる 作品と も言えます。  

(ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢 賢治コレ クション５  なめと こ山の熊』に

よりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ２４  



***************************************************************** 

 

ジ ョ ゼ ル の 歯 は 、 き れ い に そ ろ っ て い た け れ ど 、 大 き す ぎ て 口 か ら は み だ し

ている。だから口 をき ちんと結ぶの に苦労 する。ジョゼルは、自 分の歯を『ピ

アノの鍵盤』とよんで いた。ジョゼ ルには、そわそわと手 を口元 に持っていっ

て は 、 歯 を ピ ア ノ に 見 た て て 、 ハ ミ ン グ し な が ら 弾 く ふ り を す る ク セ が あ っ

た。  

（『 夏 の 丘 、 石 の こ と ば 』 ケ ヴ ィ ン ・ ヘ ン ク ス /作  多 賀 京 子 /訳  徳 間 書 店  

1996 年 5 月  p.37）  

 

『夏の丘、石 のことば 』には、母親 がボーイ フレンドとだ けの時 間を作るため

に 祖 母 の 家 に 預 け ら れ た 少 女 ジ ョ ゼ ル と 、 祖 母 の 家 と 丘 を 隔 て た 家 に 住 み 、

５歳のときに 癌で母 を亡くした 10 歳の少 年ブレイズが 登場し ます。ブレイズ

は、母と観覧 車に乗っ た思い出を再 現する ため、６歳に なったと き、一人で観

覧 車 に 乗 ろ う と し ま す が 、 列 に 並 ん で い る と き に 、 火 事 が 起 き て や け ど を お

ってしまい、 そのこ とがトラウマ になっ ています。  

 

ジョゼルは 、祖母か らブレイズの 過去を 聞き、「 自分より 、も っとぐちゃぐ ち

ゃ し た 気 持 ち に さ せ れ ば 、 自 分 の 重 い 心 が 少 し は 軽 く な る か も し れ な い 」 と

感じて、丘 の上に石 でブレイズの 母の名 前と「かじ だ！」「か らだに火がつ い

た」ということば を書 きます。そして、そ の 後、ジョゼルは自 分の したことを

隠してブレイ ズと仲 のいい友だち になり ます。  

 

冒頭に紹介し たジョ ゼルの自虐的 ともい えるクセは、 15 年前に読んだとき か

ら ず っ と 私 の 心 の 中 に 残 っ て い ま し た 。 自 分 の 歯 を ピ ア ノ に 見 立 て て 弾 く と

い う 行 為 は 、 母 の 気 ま ぐ れ で 喜 ば れ た り う と ん じ ら れ た り し ま す 。 ジ ョ ゼ ル

が 陽 気 に ふ る ま え ば ふ る ま う ほ ど 、 彼 女 の 孤 独 が 響 い て く る よ う に 感 じ ま し

た。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

神 戸 ゆ か り の 美 術 館 で ７ 月 １ ８ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 特 別 展 「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ・ Ｍ

ＡＮＧＡ  江 戸戯画 から近代漫画 へ」に行 ってきました 。漫画・風刺画研究家

の清水勲（ 1939～ 2021）監修による展覧 会で 、江戸戯画から明 治・大正期の風

刺漫画雑誌、昭和 戦中 期の子ども漫 画等、約 320 点の作品・資料 を通じて、日

本 の 漫 画 の 変 遷 を た ど る こ と が で き ま す （ 前 期 ・ 後 期 で 展 示 品 に 入 替 あ り ）。 

 

展示は第１章「商品 としての量産 漫画の 誕生」、第２章「職業 漫画家の誕生 ～

ポンチ・漫 画の時代 へ～」、第３章「スト ーリー漫画の 台頭～ 昭和初期から 終

戦まで～」で 構成され 、時代を追っ て見るこ とができます 。江戸時 代に木版の

技 術 が 発 達 し 、 町 人 も 本 を 読 む よ う に な っ た こ と を 反 映 し て 、 戯 画 本 や 錦 絵

がたくさん展 示され ています。  

 

特 に 第 １ 章 に た っ ぷ り と 資 料 が 展 示 さ れ て お り 、 江 戸 時 代 の さ ま ざ ま な 絵 か

ら 漫 画 の 萌 芽 が 読 み 取 れ ま す 。「 鳥 羽 絵 」 の 人 物 は 手 足 が 細 長 く 、 目 は 点 で 、

簡 潔 な 線 で 描 か れ て い ま す 。 煮 え た ぎ る 鍋 の 上 を 跳 び 越 す 人 や 、 肘 を つ い て

腕 相 撲 し て い る 人 の 絵 な ど 、 表 情 が い き い き し て い て 、 体 の 動 き が 感 じ ら れ



ます。何人もの人 を絡 み合わせて人 物の顔 や体を描いた「寄 せ絵 」や、おかし

なポーズの影 を障子 に映した「影絵」な どの「遊び絵 」、地震 と結びつけて 描

かれた「鯰絵」、勢 力 の対決を風刺 的に表 した「合戦絵」など、いろいろな種

類 の 絵 が 展 示 さ れ て い ま し た 。 江 戸 時 代 後 期 に は 幕 府 を 批 判 す る 風 刺 画 が 人

気 だ っ た そ う で 、 歌 川 国 芳 の 天 保 の 改 革 を 風 刺 し た 「 源 頼 光 公 館 土 蜘 作 妖 怪

図 」 な ど 、 現 代 の 風 刺 漫 画 と の つ な が り を 感 じ る こ と の で き る 絵 が た く さ ん

ありました。  

 

第２章、第３ 章にな ると、海外か ら影響 を受けた「 THE JAPAN PUNCH」なども

紹 介 さ れ 、 現 代 の 漫 画 が 、 日 本 の 伝 統 と 海 外 の 影 響 を 受 け な が ら 生 ま れ て き

たことを改め て感じ ることができ ました 。（Ｋ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●追悼展「あ りがと う  絵本作家 ・田畑 精一の歩いた 道」  

昨 年 亡 く な っ た 絵 本 作 家 ・ 田 畑 精 一 さ ん の 画 業 を 偲 び 、 絵 本 や 紙 芝 居 な ど の

原画や、若い ころ制 作に関わった 人形な どが展示され ます。  

会  場：ギャ ラリー 路草（東京都 豊島区 ）  

会  期：６月 24 日（ 木）～６月 29 日（火 ）  午前 11 時～午後 ６時  

入場料：有料  高校 生以下無料  

主  催：「 ありがと う  絵本作家・ 田畑精 一の歩いた道 」実行 委員会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『大 江 戸豆吉  けんか

餅』を１名の方に プレ ゼントします。ご 希望 の方は、メールで 件名「メルマガ  

NO.130 プレゼント希 望」とし、 (1)お名前  (2)郵便番号・ 住所  (3)電話番号  

(4)メールアドレス、よろしければ  (5)このメルマガの ご感想 をお書きのう え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は７月 12 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

大阪では緊急 事態宣 言が解除され 、まん 延防止等重点 措置に 切り替わりま し

た。ワクチン 接種も ようやく進展 のきざ しが見えてき ました 。コロナ後の 楽

しみをあれこ れ想像 して、沈静を 待ちた いと思います 。（Ｔ Ａ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


